登別ブランド推奨品審査実施要綱
（趣旨）

第１条　本要綱は、登別ブランド推奨要綱第３条第１項の規定により定めるものであり、登別ブランド推奨の申し込み、推奨基準、審査及び認定に関し必要な事項を定めるものとする。
（推奨の申込）

第２条　推奨を受けようとする者（以下「申込者」という。）は、推奨を受けようとする商品（以下「申込品」という。）一につき、登別ブランド推奨申込書（別記様式第１号）に登別ブランド推奨申込に係る確認一覧表（別記様式第２号）及び特産品調査票（別記様式第３号）、商品サンプル並びに商品カタログ等を添付して登別ブランド推進協議会（以下「協議会」という。）会長に提出するものとする。

２　申込者は、商品サンプル２点について無償で提供するものとする。
３　登別ブランド推奨要綱第５条第２項に定める再推奨を受けようとする者は、第１項に併せて登別ブランドの普及等に係る活動調査票（別記様式第４号）を提出するものとする。
４　申込書の提出時期については、別に定める。
（推奨の基準）

第３条　登別ブランド推奨審査会（以下「審査会」という。）は、申込品の審査に当たり、次に掲げる基準について留意して実施するものとする。
（１）事業所基準　登別市内に商品を製造・加工する事業所を有している事業者であること。ただし、技術的な問題等により市内で製造・加工が難しく、安全性・信頼性が確保できる場合はこの限りでない。この場合、理由書を提出し、協議会の承認を得るものとする。
（２）産地基準　主な原材料が登別市内で生産または採取されている加工食品であること。ただし、市内で生産または採取できないものに限り、北海道内で生産または採取されている場合は、この限りでない。この場合、理由書を提出し、協議会の承認を得るものとする。
（３）地域性基準
ア　登別市の自然や文化、伝統等の特性を有し、登別市のイメージ向上に繋がる物語性があること。
イ　他の地域で生産、製造される類似の商品と比較して、品質、食味、価格等の面で優れていること。
ウ　特許、商標登録等の知的財産権の取得や独自の取り組みがなされていること。
（４）安全・信頼性基準　関係法令に基づく表示基準等を遵守し、生産、販売方法も法令に基づき行われていること。また、品質の高さや安全性等を維持するための取り組みがなされていること。
（５）生産体制基準　商品を将来にわたり安定的かつ持続的に生産できる体制となっている、又はその予定があること。
（６）その他の基準　ブランド化への意欲があり、登別ブランドの普及、認知度向上、他事業者等への波及効果が期待できること。
（推奨の審査及び決定）

第４条　協議会は、申込受付にあたり前条第１号、第２号、第４号及び第５号に規定する基準に基づき、申込書等の書類審査をするものとする。
２　審査会各委員は、前項による書類審査に合格した申込品について、申込者から商品の説明等や食味審査を個別評価票（別記様式第５号）により行い、総合評価票（別記様式第６号）により総合的に判定するものとする。

３　審査会委員長は、前項の結果を集約し推奨の適否を協議会へ答申するものとする。
４　協議会会長は、審査会から答申を受けた結果を尊重し、多角的な視点から総合評価を行うため、協議会を開催し推奨の可否を決定するものとする。
（秘密の保持）

第５条　審査会及び協議会の委員等は、審査の過程で知り得た秘密を他に漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。

（庶務）

第６条　審査会の庶務は、協議会事務局において処理する。

（委任）

第７条　この要綱に定めるもののほか、委員会の推奨審査運営に関し必要な事項は、審査会委員長が委員に諮って定めるものとする。

附　則

　この要綱は、平成２２年２月１０日から施行する。
附　則

　この要綱は、平成２８年１１月２日から施行する。
